
　今年度の重点目標

評価項目 現状（令和元年度実績等） 目標（年度末の目指す姿） 経過・達成状況 評価

９８％の生徒が学校で定められたルールやマナーを守るよう
心がけ（保護者９９％、職員９８％）、９１％の生徒が授業の
予鈴で着席する等、授業時間を大切にしている（職員１０
０％）。

　

・ルールやマナーを守るよう心がけている生徒の割合(９
８%以上)【学校評価アンケート】

・スマートフォンの利用について、ルールやマナーの徹
底を図る。

　

・学校評価アンケートでは、ルールやマナーを守るよう心がけている生徒
の割合は９８％（保護者９８％、職員９９％）であり、数値目標は達成され
た。
・生徒保健委員会メディア調査を通じたスマートフォンの使用に関わる啓
発活動やLHR等を活用した指導を年間を通じて実施し、ルールやマナー
の徹底に取り組んだ。
・職員による挨拶運動や自発的な声かけを通じて、爽やかな挨拶ができ
る生徒が大勢いる。定期的な頭髪服装指導などにより大半の生徒の着
こなしも良好である。マナー指導についても、生徒の内面へ訴える指導
により自律的に遵守しようとする生徒が増えてきている。

B

１日当たりの自宅学習時間平均（１１月）は、１年８３分、２年
８０分、３年１６６分であり、１年２時間以上２５％、２年３時間
以上４％、３年４時間以上３０％である。コース別・学年別の
自宅学習時間は体育コース（１年３９分、２年１９分、３年１９
分）、１年探究・総合コース７８分　、総合コース（２年６４分、
３年１４４分）、探究コース（２年８９分、３年２６５分）である。

・生徒の自宅学習時間(1,2,3年別の時間(分))（それぞれ
１、２年９０分、３年２００分以上）【自宅学習時間調査】

・クラス担任と教科担任、部顧問等が連携し、生徒の自
宅学習時間の確保に努める。

・自宅学習時間調査(１１月実施)によると、１日あたりの学習時間は、１
年生１０２分、２年生９１分、３年生１４４分であり、１、2年生の数値目標
は達成された。しかし、１年生２時間以上は３５％、２年生２時間以上は２
８％、３年生３時間以上は３８％という結果であり、６月調査と比べて全般
的に減少している。
・学校評価アンケートによると、毎日自宅学習を行うよう積極的に指導し
ている教員は７４％である。

C

全教科（延べ１７名）において研究・公開授業を実施した。

・AL９の視点をもって、全教科で公開授業等を実施す
る。【実施教科数】

・ＡＬの推進及び高大接続改革への対応に学校をあげ
て取組む。

「八頭高愛し愛され運動」の参加者は第１回（６月）２９６名、
第２回（１１月）２６２名であり、全校生徒の半数を超えた。

・「八頭高愛し愛され運動」への参加者の割合(%)(全校
生徒の６０％以上)【２回の運動参加者数の合計】

・地域課題について理解し、その解決に向けて取組む
生徒を育成する。

・八頭高愛し愛され運動の参加者は、第１回（６月）が３７１名、第２回（１
１月）が２９７名、延べ人数６６８名であった。全校生徒数（７６７名）に占め
る割合は８７％で、年度当初の目標値を大きく超えることとなった。例年
行っていた地域貢献活動は、新型コロナウイルス感染症の影響で実施
することができなかった。
・昨年度行った試みの１つであった生徒にを対象とした歳末助け合い募
金を、今年度も生徒会執行部主体で実施した。また、探究ゼミの一環とし
て、地域課題解決に向けた提言を行う八頭町高校生議会に、今年度も
参加予定である。（日程調整中）

B

８２％の生徒（保護者７８％、職員９４％）は、八頭高は心身
の悩みに関わる相談について適切に対処していると考えて
いる。
　

・八頭高は生徒の心身の悩みに関わる相談について適
切に対処していると回答する生徒・保護者の割合(生徒
８５%以上、保護者８０%以上)　【学校評価アンケート】

・生徒の悩みに的確に対応するため、教職員間の連携
を図る。

・学校評価アンケートでは、学校が生徒の心身の悩みに関わる相談につ
いて適切に対処していると回答している生徒は８６％、保護者は７８％で
あり、生徒についての数値目標は達成された。
・「いじめアンケート」を3回、「Hyper-QU調査」を２回実施し、悩みを抱え
ている生徒について情報共有を行うとともに、クラス担任、学年団、教育
相談係を中心に該当生徒のケアや見守り（観察）を継続してきた。
・要支援生徒についての定期的にケース会議を開催し情報共有を行い、
クラス担任、学年団、教育相談係に加えて教科担任も生徒の状況を把
握するとともに、該当生徒のケアや見守り（観察）を行い、指導を継続し
てきた。

B

自宅学習を毎日行っている生徒は５９％（1年４８％、2年６
３％、３年６９％）であり、５６％の生徒（保護者６５％）が学習
と部活動の両立を果たしていると考えている。
体育コース生の全国大会出場は２３名（延べ４２名）である。

・学習と部活動の両立を目指して、毎日自宅学習を行っ
ている生徒の割合(６０%以上)　【学校評価アンケート】

・全国大会に出場した体育コース生が３０名以上であ
り、学校生活、部活動をリードしている。【実人数】

・学校評価アンケートでは、学習と部活動の両立を目指して毎日自宅学
習を行っている生徒は６４％であり、数値目標は達成された。学習と部活
動を両立した学校生活を送っていると回答した生徒は、全体の６０％で
あった（部活動無所属等は全体の２７％）。
・感染症の影響で、高校総体等多くの全国大会が中止となった。少ない
競技のなかで、全国大会に出場した体育コース生は１０名（探究・総合
コースは２３名）であり、運動部活動において活躍するとともに、リーダー
として実績を残した。

B

進路を実現するために目標に向かって努力している生徒（１
０月）は、１年６７％、２年７４％、３年９２％である。

・進路実現に向けて努力している生徒の割合（１年７
０％、２年７５％、３年９５％以上）【学校評価アンケート】

・生徒の学力向上を通した進路実現に学校をあげて取
組む。

・学校評価アンケートでは、進路実現のために目標へ向かって努力して
いる生徒は全体で８４％（１年７９％、２年７６％、３年９７％）でり、数値目
標はすべての学年において達成された。
・新型コロナウイルス感染症の影響で、キャリア設計講演会など様々な
進路指導に関する行事が影響を受けたが、リモート形式など実施形態を
変更することでほぼ予定通り実施することができた。
・国公立大学合格者を増やす取組としての放課後補習、二次向け補講
については多くの生徒が受講し、進路実現に向けて努力した。また、共
通テストの出願は１３０名であった。
・今年度は探究コースにおいて学年の枠を超えて学びあうＢｒｉｄｇｅという
取組を２回実施した。学びについて本質的な改善に迫る取組であり、成
果を挙げることができた。

Ｃ

国公立大学志願者（１０月）は、１年１４９名（４月１２６名）、２
年
１２８名（１年４月１２６名）、３年９９名（１年４月１２７名）であ
る。大学入試センター試験受験者は１４３名（総合・探究コー
スの６１％）であり、前年比1名減であったが、本年度は多く
の生徒が５教科型で受験した。
国公立大学合格者数は54名

・国公立大合格者数の増加(６０名以上)【３月末現役・過
卒の合計人数】

・生徒の学ぶ意欲を喚起するような進路指導に努める。

・進路志望調査（１０月）による国公立大学志望者は１年１３３名（５４．
７%）、２年１３５名（５１．５%）、３年９４名（３６．３%）であり、国公立大学の
志望者が１年では４月の調査より１８人増加しているが、２、３年ではや
や減少しているもののほぼ例年並み。２年生の志望を維持していく取り
組みが必要。４年制大学志望者全体は１年１７４名（７１．６%）、２年１８２
名（６９．５%）、３年１６０名（６１．８%）であった。専門学校志望者は医療・
看護系志望者を中心に1年４６名（１８．９％）、２年４０名（１５．３％）、３
年５７名（２２％）であった。

Ｃ

　業務改善の取組
時間外業務の縮減と長時間勤務者の解消に向けて、改善点
の洗い出しと実現に向けた手立てをおこなう。

・月あたりの時間外業務をＨ２９年度比で２５％削減す
る。

・すべての部活動が部活動基本方針に基づいて適切に
部活している。

・時間外業務については月ごとの平均ですべて前年比減少している、平
成２９年度比で２４％の削減率であった。
・今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、各分掌に付加的な業
務が発生し、本来の分掌業務以上の業務に携わらなければならなかっ
た。
・部活動に係る時間外業務は前年比で減少してきている。部活休養日の
確保、活動時間の遵守等の徹底に、まだ課題がある。

Ｃ

評価基準　A：十分達成〔９０％〕　B：概ね達成〔８０％程度〕　C：変化の兆し〔６０％程度〕　D：まだ不十分〔４０％程度〕　E：目標・方策の見直し〔３０％以下〕

　　４．学校業務改善の取組を進め、生徒への学習・生活・進路指導等の充実を図る

・自律的にルールやマナーを守ろうとする八頭高生の育成を目指し、挨拶の重
要性やマナーの遵守について粘り強い指導を行い、様々な機会を捉えて保護
者の理解を図るとともに、生徒に対しては「伝わる」指導を行う。

・学校評価アンケートの結果を分析し、教育活動の改善に生かす。

・生徒保健委員会メディア調査を通年実施し、保護者との連携を図りながら
ルールづくりを進めるなどしてスマートフォンの長時間利用者の指導を継続す
る。

・学校評価アンケートによる学校目標は達成されており、今後も維持で
きるよう継続していく。
・生徒保健員会によるメディア利用に関する啓発活動や職員による指
導は継続していき、次年度はPTAとの連携を深めて家庭でのスマート
フォン等の利用について指導方法の改善を図っていく。
・登下校中のマナーについては改善傾向ではあるが、来年度も地域で
愛される八頭高生という視点で様々な場面で内面に訴える指導を継続
していく。

生徒の自宅学習時間の確保

様式２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年度　　自　己　評　価　表 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                     　　                   　　　　          鳥取県立八頭高等学校

　
中期目標

（学校ビジョン）

１　主体的に学び、自分の言葉で表現できる生徒を育成する。
２　チームで取り組む経験を通し、互いの多様性を知るとともに自己有用感を高める。
３　地域連携の主体となり、地域に根差した学校としての役割を果たす。

　　１．授業に集中　　 ①高校生活や授業におけるルールやマナーの徹底　　　②生徒の自宅学習時間の確保　　③AL９の視点による公開授業等の実施
　　２．行事で団結・部活は熱中　　①地域から信頼される学校づくり　　②生徒の悩みへの的確な対応　　③学習との両立を意識した計画的・効率的な部活動運営
　　３．進路に挑戦　　《探究》地元大学との積極的な連携、高い志望に挑戦　　《総合》多様な進路に対応、第一志望を目指す　　《体育》全国を目指す、基礎学力を確実に育成
　　　　　　①進路実現に向けて努力している生徒の割合の増加　　②国公立大合格者数の増加

B

・今後も全教科で公開・研究授業を実施し、学力向上に向けてAL9や
ICTの効果的な活用について、教員相互で意見や情報を共有しながら
研鑽を積んでいく。
・授業改革研修会は、教員の要望を取り入れながら、有意義な研修会
となるよう検討し企画する。
・各種研修会での成果の還元方策について引き続き検討していく。

（注）外部への表現活動や生徒主体の学習等を授業時間の２割(＝9分）以上取り入れることを「AL９」と呼ぶ。（以下同様）

年　度　当　初 評　価　結　果　　( ３）　月

評価の具体項目 目標達成のための方策 改善方策

授業に集中

高校生活や授業におけるルール
やマナーの徹底

・今後とも八頭高愛し愛され運動に主体的に参加する生徒数の確保を
図りながら、清掃活動以外にもできる地域貢献活動を検討していく。
・地域課題解決の一助となるアイデアを積極的に提案し、生徒会執行
部を中心として新たな試みを行っている。今後も地域に出向き情報を
得る行動が必要である。
・昨今、新型コロナウイルス感染症で現場に出向いて他者と触れる機
会が減ってきている、このような時だからこそ、八頭高を知ってもらうた
めの情報発信を行っていく。
・八頭町高校生議会を継続、発展させるとともに、地域をテーマにした
探究活動の実施に向けた準備を進める。

生徒の悩みへの的確な対応

・日々の生徒観察や声かけ、hyper-QUの分析・検討会、個別面談、教育相
談・特別支援委員会、教育相談係・保健係連絡会、人権教育LHR等を通して
生徒の悩みを把握する。

・教職員同士がコミュニケーションを密に取り合い、保護者との連携も図りなが
ら生徒が安心して充実した学校生活を送れるよう指導・支援する。

・来年度も「いじめアンケート」を３回、「Hyper-QU」を２回実施し、アン
ケート結果の情報共有を行い、生徒支援に活かしていく。また,関係職
員や保護者と連携をとり、いじめにつながる恐れのあることや困り感の
ある生徒に対する情報を共有をし、効果的な初動対応ができる体制を
強化していく。
・要支援生徒に対しては、校内での情報共有をはじめ、外部機関との
連携を深めるような指導体制を充実いさせていく。

学習との両立を意識した計画的・
効率的な部活動運営

・クラス担任が学習時間調査をもとに、個別面談で具体的な学習内容の状況
についてフィードバックを行うだけでなく、教科担任も適宜面談を実施するなど
して、学習進捗状況を確かめたり、効果的な学習指導となるよう留意する。

・クラス担任が学習時間の少ない生徒を把握し、教科担当者や部活動
顧問と協力しながら面談等の指導を継続していく。
・教員が、授業と自宅学習が有機的に繋がるよう工夫することが大切
である。授業、部活動など学校生活の様々な場面で学習に対する生徒
の意識レベル上をげる指導を心掛けていく。

AL９の視点による公開授業等の
実施

・授業では相手（生徒同士・教員同士・生徒教員相互）に敬意を払うとともに、
ICT機器等も効果的に活用し、
①外部への表現活動（思考して解く、他人に教える、理解しながら読む、振り
返りながら書く、意見や考えを述べる等のアウトプットを含む活動）や
②他者との協同等を意識した生徒主体の学習を、授業時間の2割以上とする。

・公開・研究授業は、AL９の視点をもとに生徒の活動やICTの活用を積
極的に取り入れ、延べ１５名の教員が実施した。情報科では、分散登校
の際にオンライン授業も実施した。
・授業改革研修会は、外部講師を招いて１１月に開催した。示範授業と
研究協議により、探究活動における「問いづくり」について見識を深め
た。
・ＡＬの推進のための県内外各種研修会については、多くが中止となった
中で、数名がオンライン開催のものに参加した。

進路に挑戦

高い志望に挑戦する意欲を持っ
た生徒や第１志望を目指して地道
に努力し続ける生徒の育成

《探究》地元大学との積極的な連
携、高い志望に挑戦
《総合》多様な進路に対応、第一
志望を目指す
《体育》全国を目指す、基礎学力
を確実に育成

・キャリア形成に関わる様々な事業や、各コース、各分掌及び学年等の諸行事
について、その意図・意義を生徒にしっかり理解させ実施することにより、視野
を広げるとともに生徒自身のキャリアデザインにつなげていく。

・キャリア教育全体計画に基づき、キャリア設計講演会、「大学生に聞く」講演
会、長期休業中補習、勉強合宿、サテライン講座の実施、土曜自習・質問教室
などの活動を通してキャリア選択と学力向上を図り、進路実現をより確かなも
のにしていく。

・生徒との個別面談等をとおして、１，２年生は所期の志望の実現に向けて強く
希望進路を意識させ、その目標に向けて自律的に行動できる態度を育成する
とともに、３年生は４月時点の希望進路の実現に努める。

・大学・学部・学問研究の充実によって、将来のキャリアを見据えた上で何を学
ぶべきかを考えさせ、具体的な進路目標に向けて努力する態度を育成する。

行事で団結・部活は
熱中

地域から信頼される学校づくり

・八頭高愛し愛され運動、中学生体験入学、翠陵祭、八頭高ライフ体験等の諸
行事や学校生活等の様々な場面において生徒が主体となって企画・実施に取
組むとともに、その方法を下級生に引き継ぐことができるよう指導を行う。

・地域の方と触れ合う行事を通じ、地域課題を考える機会とし、その解決策を
総合的探究の時間、探究ゼミ動等で探究し、八頭高生としてのアイデンティ
ティーを育む。

時間外業務の縮減

・会議・委員会等を可能な限り放課後に開催せず、日時程内に組み込み早め
の退庁を促す。

・学校行事等の準備の簡素化、各分掌業務の適正化を図る。

・部活動基本方針に基づいた効率的で教育的な部活動運営を意識しながら、
休養日や部活動時間を遵守する。

・会議・委員会の定刻開催、会議方法のさらなる見直しを行い、時間短
縮に努める。
・各分掌内での業務分担を進め、効率化を図っていく。
・時間外業務月４５時間以内の実現に向けて、組織的に取り組んでい
く。

・生徒が向上心と意欲をもって粘り強く取り組めるよう、部活動の的確な方針
や計画等を設定するとともに、学習と｢両立｣させた部活動運営を行う。

・教科担任、クラス担任が部活動顧問と協力しながら面談等の指導を継続実
施する。

・体育コースでは、特色ある行事を継続実施し、学習面、生活面の充実を図
り、学校生活、部活動のリーダーとしての自覚を促す。

・クラス担任による面談、教科担当や部活動顧問による指導等で得ら
れた情報を相互に共有し、連携を密に図りながら、学習や部活動につ
いて生徒個々へ具体的で適切なアドバイスが与えられるようにする。
・今年度は全国大会等の多くが中止となった。今後とも体育コースの特
色ある行事を実施し、自らの競技力を高め、全国レベルまで引き上げ
るような取組を継続するとともにるとともに、生徒の人格形成に寄与す
るよう努めていく。

・感染症対策を取りながらキャリア教育全体計画に基づいた講演会な
ど、様々な行事についてより効果的に実施していくための工夫が必要
である。
・生徒の学力向上と進路実現を確かなものにしていくために、授業内容
のさらなる充実、並びに放課後補習、放課後自習室、土曜自習室な
ど、生徒が自発的に学習に取り組める環境つくりを継続していく必要が
ある。
・難関大、ブロック大以上の大学を目指す生徒については、２年次の早
い時期から添削指導を始めるなど、高い進路志望を維持しながら学習
に取り組ませることが必要である。

・大学・学部・学問研究の一層の充実のために生徒自身が主体的に進
路情報を収集・活用できる環境を充実させる。また、大学の模擬授業
や説明会などへの参加（特に地元国公立大学）を奨励し、具体的な大
学進学目標に向け自律的に取り組む態度を育成していく。
・高大接続改革で大学入試において小論文や面接指導の機会が増え
重要性が増している。これに対応するため大学入試研究会等へ教員を
派遣し指導スキルの向上を図り、指導方法の共有にも努めていく必要
がある。
・進路指導シラバスを作成し、ＬＨＲ等を効果的に活用する。
・多様な進路志望を持った生徒がいる中で、難関大を含む高い志望に
向かって努力をする生徒を育成するためには国公立大志望者数の増
加を図る必要がある。


